
意
見
文
を
書
こ
う
～
弁
論
大
会
に
向
け
て
～

一
年
（

）
組
（

）
番

名
前
（

）

一

自
分
が
主
張
す
る
意
見
（
テ
ー
マ
）
を
決
め
よ
う
。

（
例
）
「
…
…
す
べ
き
だ
。
」
「
…
…
に
つ
い
て
。
」

○
中
学
生
は
家
族
と
の
時
間
を
も
っ
と
大
切
に
す
る
べ
き
だ
。

○
働
く
こ
と
の
大
切
さ
・
大
変
さ
に
つ
い
て
。

二

意
見
を
支
え
る
根
拠
を
考
え
よ
う
。

（
例
）
○
朝
ご
飯
や
夕
ご
飯
を
家
族
と
一
緒
に
食
べ
る
中
学
生
が
減
少
し

て
い
る
。（
□
□
新
聞
△
△
△
△
年
△
月
△
日
付
け
記
事
よ
り
）

○
自
分
自
身
の
経
験
か
ら
も
勉
強
や
部
活
動
に
追
わ
れ
…
…

三

予
想
さ
れ
る
反
論
と
、
反
論
に
対
す
る
意
見
を
考
え
よ
う
。

（
想
定
さ
れ
る
反
論
）

た
し
か
に
、

（
反
論
に
対
す
る
意
見
）

し
か
し
、

四

文
章
の
構
成
を
考
え
て
、
意
見
文
を
書
こ
う
。

基
本
的
に
は
、
「
双
括
式
」
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
書
く
と
書
き
や
す
い
。

他
に
も
「
頭
括
式
」
「
尾
括
式
」
と
呼
ば
れ
る
方
法
な
ど
が
あ
る
。

〈
自
分
の
意
見
〉
→
〈
意
見
を
支
え
る
根
拠
〉

双
括
式

→
〈
想
定
さ
れ
る
反
論
〉
→
〈
反
論
に
対
す
る
意
見
〉

→
〈
自
分
の
意
見
〉

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
参
考
に
、
八
〇
〇
字
程
度
（
原
稿
用
紙
二
枚
程
度
）
で

意
見
文
を
書
こ
う
。
発
表
用
の
意
見
文
な
の
で
、
基
本
的
に
は
敬
体
（
～
で

す
・
ま
す
調
）
で
書
く
。

五

文
章
を
読
み
直
し
、
推
敲
し
よ
う
。

こ
こ
ま
で
で
き
た
ら
、
意
見
文
の
完
成
で
す
。（
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
）

学
級
年
論
大
会
で
発
表
す
る
準
備
・
練
習
を
し
ま
し
ょ
う
。
弁
論
大
会
で

は
で
き
る
だ
け
、
覚
え
て
発
表
で
き
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

【
意
見
（
テ
ー
マ
）
例
】

学
校
生
活
…
授
業

勉
強

部
活
動

生
徒
会

行
事
（
体
育
祭
・
文
化
祭

な
ど
）

係
活
動

友
達

友
情

先
輩
・
後
輩

テ
ス
ト

先
生

進
路

昼
食

掃
除

朝
読
書

昼
休
み

放
課
後

家
庭
生
活
…
家
族

親
子

兄
弟
（
姉
妹
）

仕
事

手
伝
い

休
日

勉
強

宿
題

ペ
ッ
ト

料
理

あ
い
さ
つ

携
帯
電
話

地
域
生
活
…
地
域
行
事

あ
い
さ
つ

伝
統

自
然

文
化

地
域
の
人
々

お
す
す
め
の
場
所

歴
史

特
産
品

方
言

文
化
財

遺
跡

社
会
生
活
…
福
祉

バ
リ
ア
フ
リ
ー

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

高
齢
者

少
子
化

公
共
施
設

公
共
交
通
（
バ
ス
・
電
車
）

外
国
人

国
際
化

差
別

日
本

世
界

国
際
協
力

情
報
社
会

携
帯
電
話
・
ス
マ
ホ

災
害

仕
事

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

観
光

ス
ポ
ー
ツ

文
学

芸
術

夢

目
標

努
力

【
根
拠
の
観
点
例
】

○
自
分
の
体
験
や
見
た
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
、
知
っ
て
い
る
こ
と
。

→
書
き
や
す
い

説
得
力
が
あ
る
。

○
友
達
や
家
族
か
ら
聞
い
た
こ
と
。
友
達
や
家
族
の
考
え
。

○
本
・
雑
誌
・
新
聞
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
調
べ
て
分
か
っ
た
こ
と
。

→
資
料
を
引
用
す
る
場
合
は
、
引
用
し
た
資
料
名
を
明
記
す
る
。

○
当
事
者
や
専
門
家
の
考
え
を
聞
い
た
り
、
実
際
に
調
査
・
観
察
・
実
験
な

ど
を
行
っ
た
こ
と
。

→
数
字
な
ど
の
具
体
的
な
数
値
を
示
す
と
よ
い
。

【
よ
り
説
得
力
の
あ
る
文
章
を
書
く
た
め
に
】

あ
ら
か
じ
め
反
論
（
自
分
と
異
な
る
立
場
の
意
見
）
を
想
定
し
、
さ
ら
に

そ
の
反
論
に
対
す
る
意
見
を
述
べ
る
こ
と
で
、
よ
り
説
得
力
あ
る
意
見
文
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
想
定
さ
れ
る
反
論
）

た
し
か
に
、
中
学
生
は
社
会
的
に
自
立
を
目
指
す
時
期
で
、
家
族
と
の

距
離
を
と
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
意
見
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

（
反
論
に
対
す
る
意
見
）

し
か
し
、
社
会
的
に
自
立
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
家
族
か
ら
離
れ
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
今
の
家
族
と
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
っ

て
も
い
つ
ま
で
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で
す
。
あ
と
数
年
す
れ
ば
、
進

学
や
就
職
な
ど
で
親
元
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
ど
う

し
て
も
家
族
と
の
時
間
は
と
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
…
…

【
構
成
の
し
か
た
の
例
】

頭
括
式

始
め
に
自
分
の
意
見
（
立
場
）
を
述
べ
、
そ
の
後
に
根
拠
を

示
す
方
法
。

尾
括
式

始
め
に
根
拠
を
示
し
た
う
え
で
、
最
後
に
自
分
の
意
見
（
立

場
）
を
述
べ
る
方
法
。

【
推
敲
の
観
点
例
】

○
誤
字
・
脱
字
は
な
い
か
。
（
か
な
で
書
く
も
の
は
、
か
な
で
書
く
よ
う
に

に
し
ま
す
。
）

（
例
）
は
じ
め
て
知
っ
た
事
→
は
じ
め
て
知
っ
た
こ
と

私
達
→
私
た
ち

○
主
語
と
述
語
は
対
応
し
て
い
る
か
。
（
文
の
ね
じ
れ
が
な
い
か
。
）

（
例
）
私
が
思
っ
た
こ
と
は
、
家
族
と
の
時
間
は
大
切
に
し
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
→
私
が
思
っ
た
こ
と
は
…
…
と
い
う
こ
と
で
す
。

○
一
文
が
長
す
ぎ
な
い
か
。

○
聞
い
て
い
る
人
が
分
か
り
に
く
い
表
現
は
な
い
か
。


